
台風等の影響によるイベント中止の判断基準とガイドライン 

 ≪アートパラ深川イベント開催前に台風が接近中の場合≫  

※台風災害がイベントに影響する日を「X」とする 

１．イベントの中止あるいは一部中止の判断について 

「X」二日前以前に、イベントの全部あるいは一部中止の可能性があるかどうかを判

断する検討委員会をおき、状況を総合的に判断して開催可否を検討し、「X」二日前の午

後 6 時に判断結果を公表する。なお判断基準を明示すること。 

検討委員会は実行委員長と世話人会、危機管理チーム、法人理事 3 名以上とする。 

＜判断基準(案)＞  

 ・実行委員、アートクルー、お客さまの安全が保たれない 

 ・実行委員、アートクルーが交通機関の乱れにより参加できない 

・荒天のため、撤収作業が難しい 

１－１．「X」前日午前 5 時の時点で、「強風警報」が発令されている場合、検討委員会で開

催可否または、開催期間の短縮、一部変更等を決定する。 

１－２．「X」前日午前 ５時の時点で「強風警報」が解除されていた場合 

予定どおりに開催する。ただし、その他の地域から移動が困難な場合、部分的に 

中止等の変更があることを周知する。 

 

２．街なかアート、絵馬、絵馬神輿の撤収 のらパラ中止の判断について 

「X」前日午前５時の時点で「風速 10m 以上」が見込まれた場合、検討委員会でアー

トの設置可否または撤収、設置延期等を決定する。 

・撤収は、街なかアートのイーゼル、のぼり、A 看板、バナーとする。 

・のらパラは基本的に中止とする。 

 

≪アートパラ深川イベントの開催可否に関するアナウンスの方法とタイミング≫ 

※予告・告知は、SNS・HP・会場・Slack などで実施する 

※街なかアートの実施可否は、「風速 5-7m」を判断基準とする 

 A.「X」二日前以前 

台風接近の可能性があるばあい、検討委員会でイベント開催可否の方針について確

認し、開催予定に台風の影響がある旨を実行委員に報告する。この際，次の情報発信を

「X」二日前の午後 ６時頃になると予告する。 

 

 B.「X」二日前の午後 5 時頃 

「X」二日前の午後５時に検討委員会を実施し、台風の影響が避けられない見通しの

場合、「X」以降のイベントの全面/部分中止の判断基準を明示して午後６時に告知する。

また、次の情報提供は「X」前日の午前６時頃と予告（午前 ５時時点の警報の有無に基



づく判断）する。 

 

C.「X」前日午前 ５ 時 

現地に「強風警報」が発令中の場合にはイベント開催の中止を午前６時に告知する。 

C-1＜台風接近中の場合＞ 

 「X」前日午前 ５時の時点でまだ現地に「暴風警報」が発令されていないが、「X」当日午

前 ５時までに暴風圏内に入ることが確実視されている場合にはイベント開催の中止を午

前６時に告知する。 

「X」当日夜以降に暴風圏内に入ることが確実視される場合には「X」翌日のイベント開催

中止の可能性があることを午前６時に告知する。また、次の情報は当日午後 5 時頃と予告

する。  

C-2＜台風通過後の場合＞  

「X」前日午前 ５時の時点で現地の「暴風警報」が解除されていた場合には予定通り開催

することを午前６時に告知する。ただし、その他の地域からは移動が困難であることが予想

されるなど、イベントが部分的に中止または内容変更になる可能性についても告知する。 

 

D.「X」当日の午後 5 時頃 

「X」翌日午前 ５ 時以降に現地が暴風圏内に入ることが確実視される場合には「X」翌日

のイベント開催は中止、翌日午前 ５時頃には台風が通過してしまっていることが確実視さ

れる場合には「X」翌日開催可否については翌朝 ６時頃までに決定することを予告する。 

 

E.「X」翌日の午前 ５時頃 

翌日午前 ５ 時時点で現地の「暴風警報」が解除されていれば，予定通りに実施、解除さ

れていなければ中止とし、最終決定を告知する。 

 

F.「緊急時対応報告書」を対策本部長に提出する。 

 

以上 


